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1605年慶長地震に関わる論文概要
（Szeliga et al.(2022)における、1605年慶長地震の発生場所に関する議論について）

 伊豆－小笠原、北マリアナ、南マリアナにおいて、Mw8.7、9.0、9.3の海溝型地震が発生した際の津波モ
デルを計算し、太平洋沿岸で津波が観測可能かどうかを推定

 モデルによる推定結果と過去に観測された津波の分布から、1605年慶長地震は伊豆－小笠原で発生した場
合にはMw9.0より小さい地震であったと考えられる（1605年慶長地震が南海トラフの地震ではないことを
述べているわけではない）
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Fig. 3から抜粋
伊豆－小笠原でMw8.7のモデルを用いた場合
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